
藤
島
地
域
は
「
地
域
衰

、

退
ル
ー
プ
」
に
嵌(

は)

ま

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

①
藤
島
地
域
の
ゼ
ロ
歳

は
、
９
月
末
の
住
民
基

児本
台
帳
で
は

人
で
、
１

40

歳
児

人
か
ら

人
も
減

55

15

っ
て
、
少
子
化
シ
ョ
ッ
ク

は
隠
せ
ま
せ
ん
。

旧
藤
島
町
の
誘
致
企

②

(

株)

ス
タ
ン

業
第
１
号
の

は
９
月

レ
ー
鶴
岡
製
作
所

日
、
連
結
親
会
社
の
ス

26タ
ン
レ
ー
電
気(

株)

に
吸

収
合
併
が
決
ま
り
、
２
０

２
５
年
２
月
１
日
契
約
締

結
、
４
月
１
日
解
散
。

約
３
０
０
人
の
社
員
の

う
ち
、

月
３
日
ま
で
約

12

１
０
０
人
と
い
う
大
量
の

早
期
希
望
退
職
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

鶴
岡
製
作
所
は
、
大
宝

寺
日
本
国
に
あ
る
ス
タ
ン

レ
ー
電
気(

株)

山
形
工
場

と
同
じ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
造
の

生
産
拠
点
の
位
置
付
け
に

縮
小
さ
れ
、
地
域
経
済
と

雇
用
に
大
き
な
打
撃
と
な

り
ま
す
。

、

③
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は

庄
内
南
部
中
央
道
路
（
旧

藤
島
バ
イ
パ
ス
）
は
一
歩

も
進
ま
ず
、
道
路
の
新
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
、

庄
内
交
通
清
川
線

来
年
３
月
末
に
廃
止
と
な

り
、
対
策
で
は
、
デ
マ
ン

ド
か
ら
別
の
車
に
乗
換
の

不
便
さ
が
課
題
で
す
。

８
年
後
の
２
０
３
２
年

度
開
校
予
定
の
義
務
教
育

学
校
で
、
市
内
で
最
も
古

１
９
６
８
年
度
建
設
の

い

が
い
っ

藤
島
中
学
校
改
築

そ
う
遅
れ
ま
す
。

雨
漏
り
の
藤
島
児
童
館

も
、
文
厚
エ
リ
ア
検

改
築

討
の
先
延
ば
し
と
な
り
、

小
中
一
貫
校
が
持
ち
込
ま

れ
た
弊
害
で
す
。

子
育
て
イ
ン
フ
ラ
保
つ

は
、
子
育
て
イ
ン

対
策

フ
ラ
を
保
ち
、
整
備
す
る

こ
と
が
、
地
域
存
続
の
第

一
条
件
で
す
。

成
功
例

岐
阜
県

で
は
、が

あ
り
、

山
県
市
の
事
例

や

ま

が

た

し

小
規
模
校
の
維
持
で
教
育

環
境
を
整
え
、
地
域
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
い
わ
桜
小
」
は
全
校、

児
童

人
で
も
廃
校
せ
ず

27

５
、
６
年
生
が
週
３
回
、

美
山
小
と
一
緒
に
合
同
授。

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「

」

消
滅
可
能
性
自
治
体

を
脱
却
し
た
三
川
町

、

合
併
し
な
い

は

三
川
町

国
道
７
号
北
バ
イ
パ
ス
の

整
備
以
降
、
全
農
米
倉
庫

（

）

や
、
産
業
団
地

第
４
期

造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
交
流
施
設
「
テ

が
２
０
２
０
年

オ
ト
ル
」

７
月
オ
ー
プ
ン
し
「
テ
オ

、住
宅
分

ト
ル
三
本
木
」
の

も
進
み
「
消
滅
可
能
性

譲

、

自
治
体
」
を
脱
却
し
ま
し

た
。
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12月 15人 6,350円
11月 33人 23,240円

地
域
衰
退
ル
ー
プ

５
つ
の
要
因
と
対
策
、
成
功
事
例
は

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

太
平
洋
戦
争
開
戦

月
に
入
る
と
、
庄
内

12
平
野
は
鉛
色
の
空
に
覆
わ

れ
て
、
人
の
気
持
ち
ま
で

憂
鬱
（
ゆ
う
う
つ
）
に
な

っ
て
く
る
。

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
16

年
（
１
９
４
１
）

月
８

12

日
に
、
日
本
海
軍
が
真
珠

湾
（
ハ
ワ
イ
）
で
ア
メ
リ

カ
艦
隊
を
奇
襲
攻
撃
し
、

悲
惨
な
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
日
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
霙

（
み
ぞ
れ
）
が
小
雪
に
変

わ
り
、
風
は
な
い
が
底
冷

え
す
る
日
で
あ
っ
た
。

八
栄
島
小
学
校
は
、
昇

降
口
か
ら
入
る
と
左
側
が

教
室
で
、
真
っ
す
ぐ
幅
広

い
廊
下
の
右
側
に
、
下
駄

箱
が
並
ん
で
い
て
、
体
操

。

、

場
に
入
る
体
操
場
は
今

旧
農
協
の
倉
庫
が
建
っ
て

い
る
所
で
、
広
さ
も
今
の。

倉
庫
と
同
じ
坪
数
で
あ
る

渡
り
廊
下
の
軒
下
に
モ

ミ
ジ
の
木
が
あ
っ
た
。
私

は
、
体
操
場
の
窓
か
ら
モ

ミ
ジ
の
枝
に
少
し
ず
つ
積

も
っ
て
い
く
濡
れ
雪
が
、

今
で
も
心
に
残
る
。
喜
び

で
も
な
く
悲
し
み
で
も
な

い
、

月
の
鉛
色
の
空
の

12

。

よ
う
な
気
持
ち
で
あ
っ
た

、

満
州
事
変
と
日
中
戦
争

、

そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
と

長
い
戦
時
体
制
に
入
っ
た

の
で
あ
る
。

体
操
場
の
壁
に
は
、
日

本
海
軍
が
真
珠
湾
攻
撃
し

た
戦
果
が
貼
ら
れ
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
私
が

小
学
校
高
等
科
２
年
の
と

き
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
農
家
の

働
き
手
が
軍
隊
や
軍
需
工

場
に
徴
収
さ
れ
、
農
作
業

に
も
学
童
が
動
員
さ
れ
る。

長
い
戦
争
体
制
に
入
っ
た

５
年
生
担
任
の
佐
藤
松

作
先
生
は
尾
花
沢
市
出
身

で
、
朝
鮮
の
日
本
語
学
校

に
家
族
ぐ
る
み
で
転
任
し

た
。６

年
生
担
任
の
鈴
木
文、

雄
先
生
は
天
童
市
出
身
で

、

３
ヶ
月
後
に
現
役
入
隊
し

そ
の
ま
ま
帰
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

「
地
域
衰
退
ル
ー
プ
」
と
は
、
地
方
で
人
口
減

少
や
経
済
縮
小
な
ど
の
負
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

こ
れ
に
嵌(

は)

ま
る
主
な
要
因
は
、
①
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
、
②
地
元
産
業
の
衰
退
と

雇
用
の
減
少
、
③
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
、
学

校
統
廃
合
や
公
共
交
通
の
廃
止
、
④
住
民
の
交

流
、
伝
統
行
事
の
衰
退
、
⑤
投
資
が
進
ま
ず
、

、

。

人
材
不
足
な
ど
で

簡
単
に
脱
出
で
き
ま
せ
ん

鶴岡市ＨＰ「住民基本台帳人口」９月末データ
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庄
内
農
業
高
等
学
校
の

瑞
穂
同
窓
会
藤
島
地
域
連

絡
協
議
会
（
工
藤
正
喜
会

長
）
の
第
６
回
地
域
交
流

会
が
８
日
、
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、

人
超
の
人
た
ち
が

50

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
同
窓
会
長

で
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
の
齋
藤
隆
氏
が
「
ス
ポ

、

ー
ツ
の
も
つ
力
」
と
題
し

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
９
年
ア
ジ
ア
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権

級
で
、
優
勝
し

60
kg

た
当
時
の
映
像
が
上
映
さ

れ
、
会
場
か
ら
映
像
に
向

か
っ
て
「
が
ん
ば
れ
ー
」

、

と
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
声
援

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
庄
内

農
高
の
酒
井
孝
校
長
が
、

庄
農
う
ど
ん
が
好
評
で
、

「
庄
農
」
の
名
前
の
宣
伝

効
果
は
抜
群
。
庄
農
産
の

お
米
も
、
地
元
の
小
学
校

な
ど
で
皆
さ
ん
か
ら
購
入

い
た
だ
き
、
地
域
の
応
援

は
す
ば
ら
し
い
と
感
謝
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

（
酒
井
孝
校
長
）

（
工
藤
正
喜
氏(

右)

が
、

講
演
し
た
齋
藤
隆
氏
に
記

念
品
を
贈
呈
）

に
あ
る
ん
だ
ね
～
。

▲
俺
が
た
し
か
小
学
校
６

年
の
年
に
親
父
が
家
を
建

て
た
ん
だ
が
、
屋
敷
が
狭

い
と
切
ら
れ
た
果
樹
は
、

桃
・
栗
・
黄
桃
と
い
っ
た

が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
梨
も

２
種
類
あ
っ
た
っ
け
。
あ

・
木
ざ
わ
し
の
柿
も
だ
。

か
じ
っ
て
「
渋
い
け
～
」

と
言
う
と
孫
婆
さ
ん
、
か

ま
ど
の
暑
い
わ
ら
灰
汁
に

埋
め
る
ん
だ
。
す
る
と
渋

か
っ
た
柿
が
甘
く
な
る
の

。

。

だ
っ
た
昔
人
の
知
恵
だ

▲
湯
ざ
わ
し
は
デ
フ
ジ
と

言
っ
て
い
た
か
ら
大
宝
寺

と
い
う
柿
が
あ
っ
た
の
か

も
。
こ
れ
の
大
き
さ
は
庄

内
柿
よ
り
大
で
、
今
の
ト

マ
ト
の
桃
太
郎
み
た
い
な

あ
の
形
だ
っ
た
ナ
～
。

▲
も
と
も
と
三
反
歩
百
姓

で
お
金
が
な
い
か
ら
と
、

孫
爺
さ
ん
。
子
ど
も
の
成

長
に
合
わ
せ
て
大
き
く
な

る
、
成
り
木
を
植
え
た
ん

で
し
ょ
う
な
～
。
こ
れ
も

昔
人
の
知
恵
か
。

独
り
者

ユ
ン
が
仕
掛
け

た

ク
ー
デ
タ
ー

あ
れ
を
見
り
ゃ

持
た
せ

ち
ゃ
な
ら
ね
え

特
措
法

特
措
法

憲
法
変
え
で

（

）

狙
っ
て
る

石
川

県
内
に
は
８
月
か
ら
９

月
ま
で

日
間
滞
在
し
、

45

東
田
川
郡
で
は
、
山
添
村

・
藤
島
村
・
余
目
村
で
稲

作
講
話
を
行
っ
た
。

そ
の
講
話
は
『
山
形
県

稲
作
改
良
筆
記
』(

「
明
治

農
書
全
集
第
２
巻
所
収
）」

と
い
う
冊
子
に
し
て
県
下

に
配
布
さ
れ
た
。

内
容
は
、
選
種
・
抜
穂

・
種
籾
貯
蔵
・
種
籾
水
浸

法
・
播
種
・
苗
代
・
稲
の

種
類
・
肥
料
・
乾
田
・
牛

昔
人
の
知
恵

我
が
家
に
は
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
に
な
る
物
が
色
々

あ
る
。
春
の
い
ち
ご
は
ジ

ャ
ム
に
も
な
る
。
夏
は
上

手
く
い
か
な
い
年
が
多
い

が
、
ス
イ
カ
に
メ
ロ
ン
。

秋
先
は
イ
チ
ジ
ク
に
続
い

て
庄
内
柿
。
こ
れ
は
出
荷

し
な
い
の
で
、
知
人
や
親

せ
き
に
送
っ
て
も
ま
だ
ま

だ
あ
る
か
ら
、
軒
先
に
吊

る
す
事
に
な
る
が
、
同
期

に
伝
九
郎
も
あ
る
ん
だ
。

▲
こ
の
柿
。
俺
が
物
心
つ

い
て
、
親
か
ら
畑
に
連
れ

て
行
か
れ
た
時
に
、
二
股

に
挟
ま
っ
て
遊
ん
だ
記
憶

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
木
は

歳
を
超
え
た
俺
よ
り
年

80寄
り
な
ん
だ
ナ
～
。
そ
れ

で
も
今
年
も
一
杯
成
っ
た

ヨ
。
庄
内
柿
よ
り
も
糖
度

が
高
い
か
も
。
晩
秋
に
は

俺
が
植
え
た
キ
ウ
イ
だ
。

▲
キ
ウ
イ
の
収
穫
は
田
の

神
あ
げ
。
つ
ま
り
勤
労
感

謝
の
日
だ
か
ら

月

日

11

23

に
し
て
い
る
が
、
直
ぐ
に

は
食
べ
ら
れ
な
い
。
り
ん

ご
と
一
緒
に
寝
か
せ
る
の

、

。

で
正
月
に
も
あ
る
年
も

あ
り
が
た
い
事
に
こ
ん
な

明
治

年
、
県
知
長
谷

23

部
辰
連
は
農
商
務
省
に
巡

回
教
師
の
派
遣
を
要
請
し

た
。省

内
に
は
横
井
時
敬
同

様
、
東
京
農
林
学
校
農
学

科
を
卒
業
し
、
農
務
省
仮１

試
験
場
主
任
志
岐
守
秋（

）
が
お
り
、

０
８
歳
写
真

か
た
わ
ら
各
県
の
農
事
巡

回
教
師
を
し
て
い
た
彼
を

派
遣
し
た
。

馬
耕
・
排
水
・
灌
漑
・
除

草
・
刈
籾
と
乾
燥
な
ど
稲

作
新
技
術
の
ほ
ぼ
全
て
に

渡
る
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
年
４
月
か
ら
５
月
の

日
間
県
内
を
巡
り
講
話

32し
た
。

こ
う
し
て
２
度
に
わ
た

る
講
話
は
、
農
民
の
稲
作

改
良
の
考
え
方
を
変
え
る。

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

し
か
し
そ
の
考
え
に
な

っ
た
の
は
地
主
が
多
く
、

小
作
農
民
ま
で
の
普
及
は

難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

地
主
は
馬
耕
技
術
に
優
れ

た
若
勢
に
米
１
俵
を
料
外

に
提
供
す
る
な
ど
す
る
一

方
、
反
対
に
馬
耕
し
な
い

小
作
人
に
耕
地
を
貸
さ
な

い
と
脅
す
地
主
も
い
た
。

じ
ぐ
ざ
ぐ
な
経
過
を
経

て
明
治

年
に
、
水
田
総

29

面
積
１
万
３
８
７
１
町
歩

の
う
ち
８
６
０
０
町
歩
、

総
面
積
の
６
割
強
が
乾
田

に
な
っ
た
。

東
田
川
史
跡
物
語

山
形
県
の
乾
田
馬
耕
②

庄
内
で
進
む

青
山

崇

庄
内
農
高
同
窓
会

藤
島
地
域
交
流
会

こ
の
ほ
ど

『
民
報
』
２

、

０
２
４
年
２
月

日
掲
載

18

の
「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
八

色
木
薬
師
堂
の
「
力
石
」

に
つ
い
て
、
寸
法
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。、

日
本
の
力
文
化
と
し
て

「
力
石
」
を
研
究
し
て
い

る
高
島
愼
助
・
元
四
日
市

大
学
教
授
か
ら
で
、
資
料

は
三
重
県
総
合
博
物
館
に

す
べ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

「
力
石
」
は
、
相
撲
の

朝
日
嶽
が
持
っ
て
き
た
も

の
で
、
長
さ

㎝×

幅

58

30

㎝×

高
さ

㎝
で
し
た
。

33


